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あなたが現在取り組んでいる研究内容および、修士課程において実施を予定している研究計画について述べなさい。ま

た、それらの研究が今後のあなたのキャリアにどのように関わっていくと考えているかについて、この用紙の範囲内で

説明しなさい。 

 

【模範解答例】 

 

 現在、私は「いきもの QOLプロジェクト」において、動物の包帯巻圧をリアルタイムに計測できるデバイスの開

発に取り組んでいる。動物の外傷治療や術後管理では、包帯の巻き圧が強すぎると血流障害を、弱すぎると固定不

良を引き起こす。しかし、現場では経験や感覚に頼って巻圧を調整することが多く、動物看護師の技術習得や再現

性の確保が課題となっている。そこで、巻圧を数値化し、教育や臨床でのフィードバックに活用できるシステムの

確立を目指している。 

 

 修士課程では、センサーの小型化と耐久性の向上を図るとともに、包帯に組み込んだ圧力センサーから得られる

データを無線で取得し、リアルタイムに表示・解析するソフトウェアを開発する予定である。また、教育動物病院

での試験運用を通じて、得られたデータを用いた巻圧指導法の標準化を進めたい。これにより、看護技術教育の質

向上だけでなく、動物への負担軽減や治療成績の向上にも寄与できると考えている。 

 

 この研究を通じて、工学的発想を取り入れた動物医療の課題解決力を養い、現場で発生する問題を科学的に解析

し、改善策を提案できる人材になることを目指している。将来的には、動物医療と工学をつなぐ研究者・教育者と

して、より安全で質の高い動物看護の普及と「人と動物の生活の質（QOL）」の向上に貢献したい。 

 

【出題意図】 

 

 本設問は、修士課程アドミッション・ポリシーに掲げる 3つの観点のうち、特に Aおよび B に対応する資質を

中心に評価することを目的としている。すなわち、 

A. 社会に貢献するために自らの能力を伸ばす意欲 

B. 科学・技術や社会の事柄に深い関心をもち、学識や経験を深めていく意欲 

を、受験者が自らの研究経験と将来の展望を通じてどのように表現できるかを確認する。 

 

 具体的には、受験者がこれまでの学修・研究活動を踏まえて研究課題を論理的に整理し、修士課程で取り組もう

とする研究の目的・方法・社会的意義を自らの言葉で明確に説明できるかを問う。また、その研究を通じてどのよ

うに社会や専門分野に貢献しようとしているかを考察する姿勢を評価する。 

 


